








要約:学習障害(LD)は教育関係者から提唱された概念で、従来の学校における心身障害児

の範畴には属さない小児で、精神遅滞でないのに、計算とか、字を読む、書く等のある種

の学習能力、あるいは運動機能が同年令の小児に比較して極めて劣っており、特別な教育

的配慮の必要である児童をいう。従来、これらの子供達は医学的には境界児、注意欠陥障

害、発達性計算障害など種々な名称で呼ばれていた。これらの子供達は学校に入学してか

ら学習上の問題が生じるのではなく、それ以前の乳幼児期からいろいろな症状や問題があ

ることが普通である。それ故に乳幼児健診において、これらの子供達に対し特別な療育、

教育的配慮を早期に行い、少しでも症状の改善と増悪の阻止が計られることが望まれる次

第である。LD の乳幼児健診における概念と扱い方について括めた。


